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　無　答

学校は，いろいろな取組や方針をわかりや
すく伝えている。

32% 55% 7% 4%2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもは，楽しく学校へ行っている。

71% 24% 2%2%1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校は，子どもが明るく元気なあいさつがで
きるように取り組んでいる。

30% 54% 7% 6%2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校は，子ども一人一人を大切にした教育
取り組んでいる。

22% 58% 8% 9%3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校は，子どもに学習をわかりやすく教えて
いる。

25% 56% 7% 9%2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校は，学年に応じて生命や人権に対する
認識を育てる指導や「心の教育」を進めてい

る。

20% 54% 9% 15%2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校は，家庭・地域との連携に努め，子ども
の見守り活動を進めている。

42% 49% 8%1%1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭は，子どもに読書の習慣がつくよう，働
きかけや手立てをしている。

23% 53% 21% 1%3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭は，子どもに家庭学習の習慣がつくよう
働きかけや手立てをしている。

25% 59% 12% 4%1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭は，子育ての役割を果たし，学校に協力
している。

30% 61% 6%2%1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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大変よい おおむねよい もう少し できていない 無答

  学校は，いろいろな取組や方針をわかりやすく伝えている。

子どもは，楽しく学校に行っている。（来ている）

  学校は，子どもが明るく元気なあいさつができるように取り組んで
いる。

  学校は，子ども一人一人を大切にした教育に取り組んでい
る。

  学校は，子どもに学習をわかりやすく教えている。

  学校は，学年に応じて生命や人権に対する認識を育てる
指導や「心の教育」を進めている。

  学校は，家庭・地域との連携に努め，子どもの見守り活動
を進めている。

  家庭は，子どもに読書の習慣がつくよう，働きかけや手立
てをしている。

　家庭は，子どもに家庭学習の習慣がつくよう，働きかけや
手立てしている。

  家庭は，子育ての役割を果たし，学校に協力している。

○「子どもは，楽しく学校へ行っている。」は，「大変よい・おおむねよい」が９５％でした。また，
　「大変よい　・おおむねよい」が８０％を越えるものが，８項目あり，その中で「学校は，家庭や地
　域との連携に努め，　子どもの見守り活動を進めている」が９１％ありました。これは，今年度よ
　り全保護者の皆様の協力により　“子ども見守り隊”がスタートし，登下校の子どもの安全をみん
　なで守っていく取組や，ＰＴＡ家庭教育学級（防犯訓練研修など）の成果も大きいと考えています。
　（学校８８％）
　　また，集団登校をしてはどうかとの意見がありました。集団登校については，昨年度の臨時号
　でお知らせした通り，本校も以前に町別集団登校をしていた時期もあります。中止になった理由
　として，校区の交通事情（国道など幹線道路があり，交通量が多い。）や，安全に集合できる場
　所の確保が難しい。各家庭の朝の生活時間（ライフスタイル）の違いにより，集合時間に全員が
　そろうのに時間がかかり課題も多い。町により人数の差や学年のばらつきが生じる。集合場所
　における保護者の役割負担など，様々な課題が生まれ，「なくしてほしい」「近所で誘い合って
　登校する方が安全で適切だ」という保護者の声で中止になった経緯があります。その後「町別集
　団登校をしては」ということで数回ＰＴＡの会合で話し合ってきました。集団で登校する方法には，
　町別による集団登校と近所で誘いあわせての複数児童による登校などがあり，本校では，後者
　の方法をすすめる方が適切だという意見が占めています。今後も，よりよい方法を保護者の皆様
　と一緒に考えていきたいと思っています。

○低学年からの英語・コンピュータ教育や漢字検定をという声がありました。
　　漢字検定については，保護者の方の費用負担の問題もあり，まず『九条塔南漢字検定』の実施
　に向けて，教職員が準備を進めています。各学年の授業に合ったテストを作成しているところで
　す。今後もご意見をお願いします。英語に関しては，英語講師（外国の方）との調整をしなければ
　なりません（本年度は，日程が決まっています。）ので次年度に向けて考えていきたいと思いま
　す。コンピュータについては，各学年で教科・教科外の授業の中で取り入れているところです。

○子どもアンケートでは，「困った時は先生に相談する」「わからない時は質問していますか」の２
　項目が７０％以下でした。この数字を真摯に受け止め，子どもの学習や生活面での変化を見逃
　さず，声かけをしたり，家庭との連携に努めたりして，子どもの疑問や困り事の早期解決を図って
　いきたいと思います。

○　毎年夏休みには，水難事故等が多発します。アンケートの中に，「外国では救急救命など小学
　校から実施し，実際ＡＥＤで小学生が命を救った例もある。習う機会が少ないので，必修として４・
　５・６年生に実施してほしい。」という声がありました。救助方法について，子ども達としっかり考え
　ていきます。４・５・６年生は，最後の水泳学習で，着衣泳及び水難救助について学習しました。

　８番以降は，家庭での様子などをアンケートしました。「よくできる・できる」が，どれも８０％以上で
した。読書習慣や学習習慣が定着するように，これからも学校・家庭が両輪となり子ども達を育て
ていきたいです。長い夏休みが始まりますが，子どもと一緒に夏休みの過ごし方について話し合
い，充実した日々を過ごせるようによろしくお願いします。


